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論文審査の結果の要旨 

本論文では、胎児の出生前心筋組織ドップラー指標と在胎期間補正を行った体格との関連性

を検討した。在胎 37週から 41週の単胎妊娠のうち、出生前 3日以内に胎児心臓超音波検査を施

行し得た被験者を対象とし、体重パーセンタイルを基に、AGA(appropriate for gestational age)群

50名、SGA(small for gestational age)群 10名、LGA(large for gestational age)群 16名の 3群に分

類された。心筋機能評価の指標として、心室中隔、僧房弁輪部(左室側壁)および三尖弁輪部(右

室側壁)における長軸方向心筋運動速度波形と総合的心機能指標である myocardial performance 

index(MPI)を測定した。 

胎児心臓の三領域における収縮期心筋の最大運動速度は、AGA群に比して LGA群において

有意に高値(p<0.05)であり、SGA 群において有意に低値(p<0.01)であった。収縮期心筋の最大運

動速度は、出生体重と有意に相関(p<0.001)したが、在胎期間とは相関しなかった。また MPI は、

心室中隔において、AGA 群に比して SGA 群において有意に高値(p<0.001)であり、LGA 群にお

いて有意に低値(p<0.001)であった。さらに MPI は、三領域において、出生体重と強く逆相関

(p<0.001)したが、在胎期間とは相関しなかった。以上より、胎児における心筋組織ドップラー指標

は、在胎期間補正を行った体格に応じて変動することが本研究によって明らかとなり、胎児の心機

能評価は在胎期間ならびに胎児の体格を考慮した基準値に基づいて判断することが望ましいと考

えられた。審査委員会は、本研究は、低リスク妊娠満期の胎児において出生前心筋組織ドップ

ラー指標と在胎期が補正を行った出生体重との関連を評価した初めての報告であることを高く評

価した。 

以上により、本論文は博士（医学）に学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 
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